
株式会社ベネッセコーポレーション

学年 教科等 単元等 活用アプリ

小2 国語 文法「主語と述語」 オクリンクプラス
みんなのボード

文の中の主語と述語との関係を理解して文を作る

準備：
・共有コードを使用してカード①、カード②（主語・述語・そのたの3枚セットになったカード）を取得する。
・全体共有用のみんなのボードを１つ用意する。ボードの子供の画面操作を不可能に設定する。
・準備したカードを子供たちのマイボードに送る。

授業の流れ：
1. マイボードに送られたカード①を各自開き、それぞれの文の主語と述語の部分に「主語」と「述語」の

パーツを置く。
2. カード①を提出BOXに送り、クラス全体で取り組み結果を確認する。
3. 各自、最近の出来事について、内容を伝える文を考える。カード②（主語・述語・そのたの3枚セット

になったカード）を開き、考えた文を「主語」「述語」「そのた」に分解し、「主語」「述語」「そのた」それ
ぞれのカードに入力する。「主語」「述語」「そのた」のカードへの入力が終わったら、作成した文になる
ようにカードをつなげる。

4. ペアでお互いにカードを見せ合い、文と自分の出来事について説明する。作成したカードをみんなの
ボードに送る。

5. クラス全体で、それぞれの文を見て主語と述語の関係について確認する。

• カード①を使って主語と述語を見つける活動を行った後で、主語と述語を意識して文を作り、
ペアやクラス全体で文を見ながら主語と述語の関係を確認する活動に取り組めます。

• 「主語」「述語」「その他」のカードに単語を分けて文を書くことで、それぞれの役割や文の組
み立て方の理解が深まります。
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ICTサポータの活用事例
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